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内 容 梗 概

気化器主噴出管内における空気燃料混合物の流動様式にほ,ボイラなどの午i水実験における管内の流動昧プ〔

と同様に,気泡(きほう)流,旋状流,ピストン流,スラッグ流,環状流などがある｡

従来,良好な特性を与えるといわれていたエマルジョン流および各種の流動様式において,主項出口から噴

出する燃料の噴出様式を透明二次元模型について高速度カメラならびにこの日的のた捌こ製作した脈打記録器

により記録観察したところ,エマルジョン流のほかに環状流の場合,非常に良好な燃料噴出様式が得られるこ

とがわかった｡そこで,環状流を得やすい各条件を明らかにし,これらが環状統領域に及ぼす兵書ラ幣を実験式で

示した｡

1.緒 口

太くかつ長い管に関するボイラなどの缶水実験(1)(2)の場合と同様

に,気化器の主噴出管において細くかつ短い管にエアブリードを備

える場合にも,空気･燃料混合物の流動が導入?巨気流量に応じて,

気泡流,エマルジョソ流,旋状流,ピストン流,スラッグ流,環状

流などの流動様式をたどり,それぞれの流動様式によって,主噴出

口からの燃料噴出様式が左右される｡

さて従来,気化器において,エマルジョン流が良好な特性を与え

るといわれてきた(8)(ヰ)が,このエマルジョン流の領域は導入空気流

量に関して意外に狭い批朋であることが確かめられたので,はかに

良好な特性を与える流動様式を求めることが必要となった｡

そこで､この日的のた捌こ脈打記録器を製作し,さきに述べた高

速度カメラによる工｢押出′酌勺の流動様式とあわせて,脈打所出状況

を記録して,環1人流の場合に1連打な一様噴出流が得られることを明

らかにした｡

ついでこの環状流を得るために,主噴出管内径,空気噴口の数,

直径,配置そのはかの条件とともに,燃料流量,導入空気流量など

の影響を調べて,これらの問に実験式を設定して各要因の効果を明

らかにし,あわせて環状流を得やすくするための手段を示した｡

2.実験装置ならびに方法

エアブリード導入空気流量¢｡を必要に応じて加圧供給して数千

J/h程度まで供給できるようにし,揆型気化器も燐向通気式,‾FI向

ソレックス式,下向ストロンバーグ式などを製作して実験に供し,

脈打記録器と応速度カメラによる記録撮影結果から,主噴出管内流

動様式と主噴出口部における吋言出様式の関係を調べた｡以‾Fにこれ

らの実験装置について述べる｡

2.1実験装置の概要

第1図の系統図に示すように,コックス気化器テストスタンド

(Cox7ソ5),エアブリード導入空文も流量測定器,導入空気供給装置,

透明二次元模型気化器および脈打検出のた捌こ透過光量記録装置

(以下脈打記録器と称する)を配して実験した｡

2.2 導入空気の供給および流量測定

エアブリード導入空気流量¢｡ほ,模型の種類によって大気吐か

らの吸入では制限されるので,第1図に示すように導入空気供給装

置によって空気を旺入できるようにして数千J/bまで得られるよう
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にした｡

すなわち,約5kg/cm2の壮縮平気を図のサージタンク⑲に導い

て脈動を減殺し,内径8¢のパイプを接続して取り出し,導入空気

流量調整語注㊥,圧力計⑨および流量測定糊絞り⑥,マノメータ⑦

を経て模判気化諸:如こ桜紙した｡この場合,0｡は(1)式によって符

出し,式中の〃‖,は㊦によって計測し,C〝にほ前報の測定値(5)を

朋いた｡

¢β=C8月〝J苧×3･6×106(′/h)‥･‥(1)

ここに C√′:j尊ノ＼空気捕己量繰数

A｡:絞りぐ阜)の通災断面積(mり

伊:弔力の加速度(m/s2)

〝け,:絞り･しむの前後の差仕に相当する水頭(m)

水の比重量(kg/m3)

フ･ノα:絞り⑥の入口のワ;竺気の比屑屋(kg/m3)

さて(1)式巾のフ′ノ｡は,大気圧をβ(mmHg),⑨の指示値を〟g

(mmHg),大㍍狐度をT｡(℃)とすると,(2)式によって与えられ

る｡
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第3図 脈打記録器の光源,光電管の取付状況

第4図脈打記録界

7一〝=1･293×一芸諾諾鞍…(2)
2.3 脈打記録器

模型気化諦汁のベンチュリ部に舞2図に示すように,スリット①お

よび④を仙えた光電管と光抑ランプを配;Fけると,光源からの光は

:仁咋川1管から吼什する燃料粒耶を横切るので,光電管への透過光量

は脈打によって変動する｡この変化量を増幅して記録する装荷を脈

打記録㍑こ‡と呼ぶことにした｡スリット①は幅2mm,高さ20mm,

スリット④は幅1mm,高さ20mmとした｡また照度変化1ルック

ス(1Ⅹ)による光信管州ノノ信任変化は3.5×10【3Vである｡

頁窄管増幅部は両統とし,その利得は以大出力f′も荷1knの場合

に46dB(200倍)とした｡この場合,照度変化11Ⅹに対して出力電

流計の指ホは0.7mA/1Ⅹである｡周波数特件は3kcまでほほ一様

で,電源電圧80～110Vの変動に対して±2%以内の安定度を有す

る｡

光淑および光電管を第3図のように配際して,噴出燃料粒群に光

の壁を当て,このIt･を通過する燃料粒群の流動の変化を検出できる

ように,主Ⅰり耳出口からの距離を適当に設定した｡この距離は横向通

気式の場合25mm,‾F向ソレックス式およびストロソバーグ式の場

合15mmが適当であった｡本装荘の全体を舞4図に示す｡なお接

地,シー/しドを完今にして外部電源からの誘導を遮断した｡

いま,MAB‡0の場合¢′を変化させ,Q′を横軸にとり,記録計

の振れの平均値をA｡とし,これを数回繰り返し測定して縦軸にと

り,Qノニ0のときの読みをAo=0としてプロットすると弟5図のよ

うにほぼ直線となる｡

この方はによってプロットした場合,次のような誤差が考えられ

る｡すなわち,=州出燃料粒がベンチュリ内に一様に広がらないで,
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第7囲 下向ストロンバーグ式透明模型気化器梢造

紐状または帯状に噴出した場合にほ,光源からの光をさえぎる様子

が変化する｡すなわち,帯状噴出粒群の帯の厚さ方向が光に向両す

る場合には遮光量ほ少なく,幅の面が光に向耐するときは遮光量が

多くなるため,このような噴出を伴いやすいベンチュリふも流流速

下n′が小なる範閃では誤差が大となる｡ところが,実際に各形式の

模型について実測した結果は,その一例を第5図に示すようにほぼ

直線上に来っていることから,月0はQ′によるオシロの振れの平均

の程度を表わすと考えてよい｡

2.4 透明模型気化器

実験に当たっては,杭向通気式(舞占図),下向スl､ロンバーグ式

(弟7図),下向ソレックス式(第8図)の3種類の模型を使用し,ベ

ンチュリ断面を長方形とし,一方向にのみ絞i)を与えて他の平行而

は平面ガラス張りとした｡

2.5 透明模型主噴出管

実験に使用した主噴肘管の主要寸法および栴造は第9図に示す6

種頬で,これらのうちNo.⑲,⑦,④,(釧ま他の報告に使用した

ものと同一であるから番号を共通とし,⑲は⑯の多数空知折口の
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第9図 供試透明主噴出管の構造

代わりに金網を使用したものであり,また⑲は⑲の主項出口を図

のように55度斜めにしたものである｡これらはいずれも透明アクリ

ル管で作り,その州革を6mm¢,外径を10mm¢とした｡

3.実 験 結 果

3.1噴出様式の表示

横向通気式模型に主l墳刑管④を組み合わせ,ベンチュリ平均風速

晰′=50m/s,燃料流量0′=6〃h一定として,エアブリード導入

空気流量0αを次第に増加した場合の噴出様式のオシログラムと高

速度二≠真の抜粋のうち,0｡=25,62,103および570〃hの場合を掲

げると第10図(a)～(d)のとこねりである｡図において,オシログ

ラムの示す噴出燃料流量の時間的変化と高速度写真の示すそれとは

よく対応し,脈打記録器を用いることによって噴出様式が量的に表

示されることがわかる｡すなわち,噴出燃料の変化の様子ほきわめ

て不規則であるが,説明のた捌こ弟11図のように模型図に書いて

脈打波形の振れの最大と最小の差をA,振れの平均値をAoとする

と,

P=昔×100
(3)

Pは噴出燃料の脈打の程度をほぼ量的に表わすことになる｡また

これらの波形の周期をTとして実験結果のオシログラムを整理する

と次のようになる｡すなわち弟10図のように横向通気式模型につ

いて,lγr=50m/s,¢′=6J/h一定として¢〟を変化した場合,各

0βにおけるオシログラムを記録し,横軸に¢｡をとり,縦軸にPお

よび丁をとって整現した結果は弟12図に示すとおりである｡図よ

りFQα曲線とT-Q｡曲線はよく対応していることがわかる｡ほか

の条件の場合も同様に両者はよく対応しておさ),このことからPあ

るいは丁のいずれかによって脈打の程度が代表されることを示す｡

評 論 第46巻 第3号
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(d)環状流

第10図 噴出様式のオシログラムと高速度写真

(Ⅳリ=50m/s,Q′=6〃h,主噴出管④)

l
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第11図 脈抑こよる寸シロの振わ月と周期Tでの模型図

ここにPは前に述べたように,噴出燃料の流れ方によって多少の

誤差が含まれるが,丁ほオシログラムから正確に求めることができ,

かつ丁が大なることは直接的に気化景副生能を阻害する要田となるの
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第13図 各Qノーにおける丁-0｡曲線(横向通気式模型)

で以後丁によって脈打の挺度を表わすことにLた｡

この放りきめによって,横向通㌫も式模型において主l少モ出管⑦を使

用した場合,Q′=2,6,20J/hのおのおのについてT-Q｡曲線を求

めると舞13図のようになり,¢′が小なるほどTが人となる｡他の

形式の主噴出管についても同様な傾向であった｡

3.2 流動様式と噴出様式の関係

弟10図は弟12図のQαの4点におけるオシログラムと高速度写

真の抜粋とを対応させたものであるが,このようにQ｡を増すにし

たがって,流動様式がエマルジョン流→ピストン流一スラッグ流→

環状流と変化し,脈打周期rほスラッグ流のときほぼ最大となって

いる｡はかのQ′についても同様の糸占果がみられた｡すなわち,流

動様式は任意の主噴出管についてQ｡と¢′によってきまり,また

噴出様式ほ流動様式によってほとんど決定されるといえる｡

さて供向通気式模型において,各種の主r粥出管を組み合わせた場

合,エアブリード入口圧力を大気圧としたままでは流動様式はスラ

ッグ流までで,環状流以上にするためにほ主導入空気を圧入しなけれ

ばならなかった｡したがって横向通気式気化器の場合には環状流,

噴清流となる運転条件は存在しないといえる｡

第10図を詳しく観察すると,複雑な流動様式に応じてオシログ

ラムの振れと周期が対比こしてお声),岡の(a)および(d)のエマルジ

ョン流,環状流においては,オシロの振れも小さく,周期て(0.01～

0.03s)も小であるが,ピストン流ないしスラッグ流においては大き

な振幅および大きなJ別明となり,かつ不規則に変化している｡とく

にピストン流におし､てほ,大′J､さまざまな振れがあり,その周期も

きわめて不定期で0.1～0.3sくらいの間にある｡

次にベンチュリ気流流速I机′を41,64および87m/sと変化して

脈打の状況をオシログラムで観察した結果,P=240,220および

230プgとなり,変化ほほとんど読みの誤差の範囲で,周期の最大値

はTmax=0.28,0.22および0.17sと流速の増大にしたがって小とな

った｡これによりIγrほ脈打の程度にほほとんど影響せず,流速が

増すとともに,周期が短くなるように作用することが明らかになっ

た｡

3.3 各種主噴出管における噴出様式

次に,I机′=50m/s,¢ノニ6J/h一定で,供向通気式模型において

弟9図の主噴出管⑭,⑦,④,⑯,⑲を組み合わせ,0｡を変化し

た場合の丁-Q｡曲線を第14図に示す｡図にみられるように,④,

(
∽
)
二
空
軍
k
醤

‾軍

供試主噴出管 ....__一

か-一相朋配置 ⑭×__叫

小一セ朴一重直線L配置G)
朴-一哉同一-･円同Ⅰ二配置(力
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第15図 Pと丁の対応曲線(俵向通気式模型)
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第16図 下向ストロソバーグ式の丁一Q｡曲線

⑯,⑲においては¢｡の比較的人なるところまでエマルジョン流が

続いた後,気泡合体がはじまると急激に丁が,大すなわちピストン

流からスラッグ流に移り,脈打最大となり以後環状流から噴諸流へ

移行してTは漸減する｡これらの巾⑯でほ,Q｡=1,000J/hとする

にほェアプリード入口圧力を3kg/cm2以上としなければならなか

った｡ついで⑦およぴ⑲においてはェマ′しジョン流の鶴城が比較

的狭く,気泡合体も逐次子_fなわれるために,丁-0α蹄線はゆるやかに

変化する｡

これらの結果から,桟向通気式気化器の場合にほ,主噴出管は④,

⑯および⑲などのような空気導入力式とすることにより,管内の

流動様式をエマルジョン流として性能改善をはかることが望まし

い｡

さて舞14図のグラフの基礎に使用した脈打のオシログラムから

各主噴出管についてβ一丁の関係を求めてプロットすると弟15図の

ようになり,多少のばらつきはあるが,ほぼ直線的関係を示し,策

12図の結果とあわせて脈打の程度を表わすにほ,ヱ Tのいずれか

一方の値で代表してさしつかえないといえる｡

3.4 形式の異なる模型気化器の噴出様式

3.4.1下向ストロンバーグ式

舞lる図は二重ベンチュリを備える‾F■向ストロンバーグ式模型
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第17図 下向ストロンバーグ式の流動様式と脈打状況

に丁糾せ出管⑲を机み合わせた場合の各0′における丁-¢｡曲線で

ある｡凶からわかるように,横向通気式に比較して著しく傾向を

共にし,去蔓大伯付近においてi戸出な曲線をなしている｡この理由

は,垂向上丼管では気泡または窄包も流はほぼ管の軸対称の上昇流

となるのに対して,下向ストロソバーグ式の場合には主噴出管が

傾斜管をなしているために,気泡は管の上壁に沿って流れ,気泡

の形状は流れの方向に長くのびる｡このため,気泡の合体が早ま

り,合体がほじまると主噴出管の上壁に沿う部分は空気流,下壁

にi臼う甜;分ほ燃料流となり,ピストン流～波状流の状況が¢｡の

広い範囲で続くので,丁の最大値付近が平坦な曲線となる｡環状

流に移行する過程の初期にほ,主噴出管下壁においてほ燃料層が

厚く,上部が速い流れとなるが,¢｡がさらに増大すると横向通気

式の垂直上昇管におけると同様な環状流となる｡

これら各流動様式およぴそれぞれに対応する脈打状況を高速度

写真とオシログラム記録紙果として弟17図に示す｡図において

①ほ0`｡=0の場合で,主噴りi口開口部にべンチェリ気流が深く

食いこんでいる状況がみられる〔また②ほ¢｡=5〃hで気泡が長

くのびた気泡流である｡④ではQ〃=10J/hにおいてすでにこの

幌向が助長されてピストン流となり,脈打が顕著に見られる｡④

は0｡=50J/hで気泡ピストンが発達してスラッグ流に近く,⑤ほ

0｡=100J/hで完全にスラッグ流となっており,⑥は強制的に

Q〟=1,000J/hを正人して馬箋ヰ人流とした-以rナである｡この形式の特

長ほ¢〟のわずかの量でピストン流に達し,0.`の相当量までスラ

ッグ流ないし波状流がつづき,0｡を上仁入しなければ麒状流が得ら

れないことである｡

3.ん2 下向ソレックス式

この形式は弟8図に示すように,主噴出管が二重になっており,

気液混合物は内外筒の間を垂直に上昇した後,主唱出口部におい

て曲げられ 分割され,かつ絞られている｡また主噴出管がベン

チュリの中央にあるため,流動様式と噴出状況が屯毘して記録さ

れることを避ける必要がある｡そこで噴出状況を記録する場合に

は,主噴出管を被覆して光を照射し,また流動様式を観察するに

当たっては被覆を取り除き,流動様式と噴出状況が同時に観測で

きるように撮影したっ

このようにして求めたニー0｡向線を舞18図に示す｡この結果,

全般的にほかの機種と比較して丁の値が小で,¢ヴによる丁の変化

も小であるが,¢`′の増加とともにごほほじめほぼ水平な直線で,

Q`J=100J/11付近からjブザかに岬人し,Q`～=500〃11付近に至ると

環状流とな/-)て減少する｡このたど)Q招の変化により主噴出管内

の流動性｢ほ鵬掛こ変化Lているが,脈打りこ況に人差がない｡そ

の里川iは,二丘管であるたが)1ミ液況子‡流の通路が狭いことおよび

混合流が出口で仙げら々t,分`.倒され,絞られてのちに噴出するた
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第19図 曲り管内の流動様式

め,噴出直前において流動様式が変化するためでお)ると考えられ

る｡

3.5 仙Å8‡0の場合の噴出様式

次にMAB‡0とし,Q｡=0の場f‖こおけるキト肘七L伸二前の流励

様式および主唱出rl付近のlワ■モ出様式を観察すると,羊噴出口におい

てベンチュリムも流が管州こ吹い込む現象が認められ,かつ噴出様式

にも多少の脈打が観察された｡すなわち,下向ストロンバーグ式お

よび横向通気式では1三l創出管の卜流側と‾卜流側から交在にIt上址｢ミする

ように見られ,ソレックス式でほ呼号山口が小さいために,こ

が軽微であるが,ベンチエリーご那ムも流の乱jtによ/_,てl肘H燃料が蛇行

(だこう)して,その一占二l;が上境山管の外壁やベンチュリ付和こ付着

して流れるので,気化㍑抹通過後の徴粍の流動校様にほ脈打的な月工象

としてみられる｡

このほか,呼至m燃料口体に梯振れく6)(7〕が起こF),こJLらが屯･～'J二し

て,現象としてほ場所的,時間的にl肘Ll燃料の脈才†の様和を只する

ことがある｡

3.占 主噴出管の曲り,絞りの流動様式への影響

]叫州管の隅造とLては,ソレックス式二‾L吋珊管,多孔式-‡叫氾i

管などのように‾川一川11川;において,方向が巾角またはそれに近く

曲げられ,多数の_-j_叫川i11に分湖され,したがって1㈹の_+土l川上口

としてほ絞って使用されるj易告がある｡次にこれらの効果について

実験した紆兇を述べる｡

(1) 曲 り の 影響

直角にri‾臼Hごた内径6¢の管の一フィを奄巾二にした二言一叩て山管に対し

て,0ノニ6J/1l一定とし,Q山=2＼･500J/hの酪1Hで実験し,30/∠S

日舜間ニケ共に掘影した結果の二例を舞19図に示す｡

図におし､て,①でほ垂直管内においては気泡流であるが,曲が

った直後の水平管内ではエマルジョン流となっており,その後は
披状流に変化している｡(身の場糾ま,車【在管内のスラッグ流から

堀状流になっている｡-う】なJ)ち,いずれの場如こも流動様式が一

段進んでいる状況が見られる｡

(2)絞 り の 主影苧警(8)

州壬6ヶ1の管に卜M一羊3(うが告′を指紋した絞り管に対して,卜q様

に¢′=6〃11一娃でQ`′を変化しで丈験した場合の代滋例を舞20

図に示す｡図にぉいて,絞り前の流励様式に対して絞り後の流動

様式は1～2段進んでいる状況が判らかにふらjLる｡すなわち,

¢几=50J/h

ラッグ流一環状流

0′=6J/h

吊20図

¢α=500g/h

環状流一吋王城流

一定,30."s瞬間写∫亡

絞り管r勺の流動様メし

465

L某lのし室)においてはスラッグ流から環状流に,また④では環状流

から噴霧流に進んでいる｡

以上のことから,掛),絞F)を設けることによ一つて,0〝の小なる

範朋で環状流に達しやすいことがわかる｡

4.環状流の領域

以上に述べたように,主噴出管内の各流動様式に対する燃料噴出

時の脈f‾Jについて実験した結果,エマルジョン流によって良好な一

様哩重出流が子替られることが確かめられたが,Q′に対して0〟が大な

る場合に得られる環状流によってさらに良好なt即日様式が得られる

ことが明らかになった∩

用言状流にはかかる長所のほかに,¢｡の範囲を広くとることができ

て,ソ㌍燃出合比の調整範州を広く,かつ微粒化特性も災好となる利

ノ∴ミがある∪かかる特性を右㌻る喋状流が各0′に対していかほどの

0〃によって侍らjtるかを垂直二王lぜiHl管を備える駅向通気式模型に

っいて実験し,主噴出管州室β,く空気呼い1柁dl,その数乃,軌推力

式などの呈上‡壬響を明らかにL,実験式を求めた｡すなわち,芥Q′に

対して畷状流に達するさ導入空気流量の屁小の限界を求め,この伯を

Q"′′としたn

u卜`,各凶において¢ノー一々√ノ′仙線は堀状流の卜Ⅰ眠を′Jミすもので,

これら糾IH線より上方の榔分ほすべて環状流の領域である｡

4.】主噴出管内径βの影響

β=4＼ノ10¢に対し,各¢′に対するQ`ノ′を観測した結児ほ第2】

図に示すように,両対数グラフ上でほほ直線である｡したがって』,

βを僻数とすると

10g(J`ノ′=月10g(フ.√＋β‥‥･
‥(4)

固から

芸≡呂:…;二呂二三三£ごご呂冒£㌔2‡‥(5)

(4)および(5)式から,本実験の範帆如こ二糾-)Lる環状流の錦城ほ

実験式

l｡gQこ■=(().65一一川D十t).0り6D2)10gQ/＋u.～jl十りぷ5D

600

言
400

＼

⊂y

2り()

100

一0.0185D2川 ーnm≠;Q∠＼Qr:仙)

D=1()¢

=8¢′0一一
′l)=

『〕

ノンー0一′

㌦′

′一○一′

6¢

〆′一一打:叫

1 2 4 6 10

Q/(〃h)

__○‾■

ノナノ/

〔ゝ一

_一y′

2U :5()4t)

第21区1環状統領域に対するJ)の影響

-37-



466 仰和39年3ノJ

Hりtj

トリl)

三
川

.遥
コり(l

･ニブ

リ王族J㌧

1り結Q∴=(｢(い汀:く=川1朴-し川〕仙12ノ11トg()｢＋2.ポ〕

■一一･一一一--■

__.一一一
‾x

_一-r

+ンニ 占､卜
j∠ゝ

【jll口

一×ノー＼一-ノー‾‾メ

1= 1〉 1=

(い/ノ仙

L
-=(し㍉L=--(一九トり‥】l㈹上批汗■iェ丁子ヤシ′こイ】'
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第23図 環状流俄城に対する乃の影響(2)

次のように与えられる｡

10g(∂α′′=(0.65-0.11β＋0.006エ)2)10g(ブ′

＋0.91＋0.335ヱト0.0185ノ)2 ‥

‥(6)
ここに d｡二0.5mm申,〃=4,同一円周上配置,エアチャンバ

有り,叩･位 β:mmウう,Q′,0｡′′:J/h

以上の結果から明らかなように,βが小になると0｡′′は急激に小

となり,非常に早く環状流に達することがわかった｡

4.2Jlの 影 響

4･2･1同一円周上配置の場合

次にβ二6¢,d｡=0･5¢を一定にして,仙一円周上配置,エア

チャンノミ右の主lぜi出管において,空気唄口の数乃を変えた場合の

実験結果は第22図に示すように,両軸対数グラフ上ではぼ由絶

となる亡.7せを大にするとQ〃′′は′+､となるが,乃=4と8では大差な

く,㍑二8で人体飽和することがわかるっ タ乙を変数として0｡′′と

0′との刑の実験式を求めると次のようになる｡

10g()α′′二(0.073＋0.048クエー0.0038タZ2)

×10g(ヨ′＋2.85-0.21タZ＋0.017が
..(7)

ここに ∂,d〟の中位はmm,Q〟′′,Q′の単位ほJ/hである｡

4.2.2 同一垂直線上配置の場合

第23図にβ=6¢,d′J=0.5¢,同一垂直線上配置主噴出管に関

する実験結果を示す｡この場合も乃を増すほどQ｡′′が小となり,

早く環状糀に達するが,同一円周上配置の場合に比較して紹に対

する¢ぴ′′の減り方が異なる｡さて第23図の場合,犯とQ｡′′の問

にほ次の実験式が成立する｡

10g(ヨα′′=(0.067＋0.26刀10.0067官2)

×10g(フ′＋2.77-0.13〝＋0.008タ‡2)‥
‥(8)

ここに¢〟′′,Q′のril仙土J/h

4.3 坑 の 影 響

同様に,β=6亡与,”=4,エアチャンバ右の主噴出管において,空

気唄LIを何一円周上に配｢托した場合と同一垂直線上に配置した場合

環状流の下限Q〟′′に対するdαの影響について実験した結果を述べ

る｡
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く ヰ00
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二川J
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第24図 環状流訓戒に対するd`～の影響(1)
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第25図 環状流領域に対するdαの影響(2)

4.3.1同一円周上配置の場合

dα=0.5～2.0¢に変化した場合の実験結果を第24図に示す｡こ

の結果から,d｡と0｡′′の間に次の実験式が成立する｡

10g()｡′′二(0.18＋0.032d〟)10g¢′

＋2･34-0.094d｡‥･
..(9)

すなわち,d｡を大にすると0｡′′は小となり,早く環状流に達す

るが,0〃′′に対するdαの影響はβ,乃などの影響に対して比較的

小なることが明らかである｡

ん3.2 同一垂直線上配置の場合

また同一垂直線上配置の場合のd｡と0｡′′の関係は第25図のよ

うになり,次の実験式によって与えられる｡

10g(フ庁′′=(0.19＋0.006(り10g(フ′＋2.54-0.32(7〃＋0.07(才｡2

..(10)
ここに中位ほ d｡:mm (フ〝′′,0′:J/h

この場合にほ,同一円周上配置の場合よりd｡の影響が大であ

る｡また第25図において,dα=2.0¢付近においてQα′′が飽和す

る状況が▲左られる｡同一円周上配置でほ,生成気泡が合体しがた

いが,同一垂直線上配置の場合には気泡が合体しやすいために,

第24図と策25図の差異が現われたものである｡

以上のように環状流をうるためには,βを小とすることが最も効

果的であり,ついで空気噴口の数柁を増し,d〃を大とすることも効

果があることがわかったっ

5.結 R

以上の実験結果から次のことが明らかになった｡すなわち,

(1)光電管を応用して脈打記録器を製作し,透明二次元模型気

化器の主唱出管からの燃料の噴出様式を記録したところ,脈打の

爛潤および振幅が定量的に表示できること｡

(2)空気導入方式によって導入空気流量が制限されるため,主

噴出管内の流動様式が限定される｡すなわち,横向通気式と下向

ストロソバーグ式では空気をノ王入しないと環状流に達しない｡ま

た下向ソレックス式では容易に環状流に達する｡このことから,

前二者ではエマルジョン流によって,下向ソレックス式では環状

流によって性能改善を図るべきであること｡
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(3)脈打の程度ほ廿噴出管l勺の流動様式によって〃亡まり,1二噴

出管の隅造,形式にかかわらす十三噴出｢‾】厄前の流動様式がピスト

ン流～スラッグ流のときは脈打人となり,エてノLジョン拭および

環状流のときには一様呼‡出流が得られること｡

(4)主lぜ呈出口直前において曲がF),絞iつ,分割などを行なうと

流動様式が1～2段進み,非掛こ環状流を得やすいこと｡

(5)㌔も化器形式別では,‾F向ストロソバーグ式におし､てはピス

トン流へ･スラッグ流の別間が比較仲良く,‾卜什ノレックス式の場

合は1uはミF),絞り,分′捌などの効果によ/,て御大掛こなりやすく,

丁-Q｡Iljl線がほとんど水平な向線で,ほかの機種に比較して1ミ般的

に丁の値が小さいことは非備に有利な点である｡

(6)環状流に達するにほ,主咄出管州至〃が小さいことが最も

早ましく,またl江l葺Ll数〝を人にすること,哩汁l作d〟を人にするこ

とも効果が麒著である｡いっばう,噴口の配揮方法としては同一

垂直線_L配置のほうが環状流になりやすく,これらの各条件に対

して環状流の下限を量的に与える実験式が定められた｡
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